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Training of the next-generation pediatric cardiac surgeon
○Toshikatsu Yagihara (Rinku General Medical Center, Cardiovascular Surgery)
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先天性心疾患は後天性心疾患と比べて対象患者数は少ないものの、疾患の種類は多く、個々の疾患における形態
および病態の variationが大きい。治療としては手術による形態改変が治療の要となり、適切な時期に多彩な術式
の中から一期的、あるいは段階的な治療戦略を迅速に決定するための豊富な見識と判断力が必要となる。ま
た、手術を行う上で不可欠な要素として、技量や決断力などの基本の獲得が重要であると共に、個々の形態や病
態に合わせた創造性や柔軟性が必要になる特徴がある。さらに、術前・術中・術後管理から長期遠隔期に至る
フォローアップまでの経過は極めて長く、小児循環器科医、麻酔科医、看護師、臨床工学技士、周産期科医な
ど、多科、多職種との密な協働を実践する上で不可欠なコミュニケーションスキルなどの素質育成も重要とな
る。小児心臓外科医育成にはこのような多様性に対応すべく、幅広い見識の取得と共に、可及的に数多くの臨床
経験が重要であり、国内外施設への見学・留学や共同カンファレンスなど、大学・地域の枠を超えた全日本的思
考の育成プラン構築が望まれる。


